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　図書館に居ると、贅沢な空間に身を置いて
いると思う。それはどこの図書館でもそう
だ。冷暖房完備で静粛でなによりも整備され
た書物が揃っているし、無料で貸してもくれ
る。家から大学まで約２時間かかるので、こ
の贅沢な空間としての大学の図書館は私に
とって使いづらい。そこでよく大阪府立中之
島図書館を利用している。私の場合は本を借
りるということより、図書館の中に身を置く
のが好きである。いつ行っても私語を交わす
人はなく、各自が熱心に自分の時間を過ごし
ている。隣人を無視しているわけではない
が、干渉しないという雰囲気も好きだ。新聞
や雑誌の閲覧室も静かである。中之島にある
から近くにはバラ園もあるし、東洋陶磁美術
館もごく近いし、なにわ橋を渡ればすぐに適
塾もある。高速道路環状線を眺めるのもひと
時の退屈しのぎだ。
　建物は２０世紀初めに建てられ重要文化財に
も指定されているのであるから当然レトロで
ある。以前は館内に食堂があった。昔のまま
のオムライスや丼ぶりもの、ビン入りのコー
ラ、使い古されたテーブルの雰囲気も落ち着
き、行けばだいたい利用していた。１人で食
べることも楽しかったのである。しかし、今
は１階の狭い空間に、小さなテーブルひとつ
と椅子が数脚あるだけで、メニューは自販機
のおにぎりや、熱湯を注いで食べるものなど
に代わり、私は利用しなくなった。ずいぶん
と貧弱になったものである。経費節約の結果
だとは理解するが、豊かさとは縁のないみす
ぼらしい、腹さえ膨れれば安価でよいではな
いかという発想だろうか。あるいは、居心地
良くすれば利用者がなかなか帰らないという
発想だろうか。ただ、私はいつ行っても満員
で図書館に入れないという経験をしたことは
ない。大体８割ぐらいの利用かなあというの
が私の感想である。午前中からいて、昼食を
館内以外で取りたいと思えば、退室手続きを
取らなくてはならない。かつてのあの食堂が
なつかしい。
　また、図書館といえば在外研究で利用した
韓国プサン大学の図書館がなつかしい。大学
内に図書館が２か所あり、いつも学生であふ
れている。定期試験前などの読書室は深夜４
時ぐらいまで利用でき、午前６時には開館と
いうことになっていたと思うが、開館前には
学生たちが並んでいた。休館日は年に２日し
かないと聞いた。土・日も祝日も開館であ
る。ただし、本の貸し借りはいつでも可能で
はないが。試験期でなくても早朝から深夜零
時までは開いていた。飲み物コーナーが設置
されていて、マイカップ持参の学生たちはそ
れぞれの飲み物を楽しみながら、テラスで友
人たちと談笑しているが、席に戻れば私語は
しない。交換留学生としてソウルの東國大學
校に留学していたゼミの学生が、下宿で夕食
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とシャワーをした後、また図書館に戻り１１時
くらいまで勉強し、充実した時間を過ごせた
ことが懐かしいし、貴重な経験だったと話し
ていた。良い学生時代の一こまを過ごすこと
ができて本当によかったと、私も思ってい
る。
　プサン大学の図書館には「族譜（チョッ
ポ）」が何段にも揃えられたコーナーがある。
族譜とは家系に関する記録で、先祖から始ま
り、祖父の代くらいまで記録されているのも
ある。今でも韓国では多くの人が族譜に基づ
く自分の出自に愛着を持つ。たとえば、韓国
でもっとも多い姓である「 金 」氏の場合は、
キム
「 金 海 金」さんや、「 慶 州 金」さん、「 光 山 
キ メ キョン ジュ クァン サン
金」さんなど、金氏でも色々分かれていて、
それぞれ出自が違うから、同族ではない。日
本の植民地時代の１９４０年から実施されたいわ
ゆる「創氏改名」によって、日本式の氏名に
変更を余儀なくされた時、「金海金」さんは
「金海」という日本氏名にしたり、「光山金」
さんは「光山」に変更したりした。ある時、
院生と話しいていたら、自分の先祖を見てく
れと言われ、族譜コーナーへ連れて行かれ
た。彼は先祖の記録を私に示しながらうれし
そうであった。これも文化だなあと感心し
た。
　古代にさかのぼるほど韓国の書物は日本と
比べて非常に少ない。小なりといえども大陸
の半島であるから、有史以来異民族の侵入が
激しかったためいたしかたないとも言える。
ただ、『朝鮮王朝実録』という太祖代から哲
宗代（１３９２～１８６３年）までの王たちの事績が
政府によって編纂されてきた記録は、東アジ
アの歴史にとっても重要な史料であるが、そ
れがかろうじて残されたことは幸いであっ
た。はじめ『実録』は１部だけを史庫といわ
れる書庫に保管されていたが、後には清書本
１部と活字印刷本３部を作成して忠州、全
州、星州、春秋館の４か所に保管するように
なった。このように分散して保管したことが
よかったのである。
　１５９２年から始まる豊臣秀吉の侵略戦争に
よって、全州史庫本以外すべてが焼失してし
まったが、全州史庫は私財を投じた者たちに
よって、海路から北方の妙香山などに移管で
きたから今日がある。戦後、再び苦しい財政
事情の中でも５部の原本と印刷本などを作成
して１６０６年に完了したが、江華島、五台山な
ど遠隔地に保管しなければならないほど警戒
しなければならなかった。
　大谷大学図書館が地震などの災害に対応で
きるように最新の設備を備えて、人類の歴史
記録を保管しているが、今後も災難なく長く
長く保存し、大いに利用してほしいと改めて
思う。
付記　鄭早苗先生におかれましては、去る２
月４日に急逝されました。衷心より哀悼の意
を表します。なお、この原稿は先生がお元気
な頃にご依頼し初校までみていただいたもの
ですが、タイトルを付していただく時間があ
りませんでした。よって、先生にご依頼させ
ていただいた内容をそのままタイトルとして
使用させていただくことをお許し願いたいと
存じます。 （図書・博物館課）
